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本日の内容

東海地方の地形

東海地方の地質の概要
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第２部会の今後の計画
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東海地方の地形

伊勢湾・三河湾・濃尾平野などを，
山地が馬蹄形に取り囲む配置．

東西方向についてみると，
木曽山脈から濃尾平野に向かって
次第に低くなっている．⇒ 傾動

⇒ 中部傾動地塊

桑原，1968

濃尾平野－木曽山脈投影断面図（養老断層に直交）
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東海地方の鳥瞰図（野澤，2011）
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東海地方の
地質の概要 飛騨帯

美濃帯中・古生層

濃飛
流紋岩

領家
花崗岩類

領家
変成岩類

三波川
変成岩

秩父帯
中・

古生層

第四紀
火山岩類

中新世の地層

鮮新世
の地層

四万十帯の
白亜紀層

四万十帯の
古第三紀層 熊野酸性岩類

（日本地質学会編，2006）

第四紀層

大きく分けて，
２つの時期の

岩石・地層群に．

（1） 日本がユーラシア大陸
東縁の一部であった時期に形
成された岩石・地層群．
山地を形成．

（基盤岩類，中新統）

1500～1400万年前

（2） 日本海が拡大して，列島
になった後に形成された岩石・
地層群．
丘陵・段丘・平野を形成．

（中新・鮮新統，第四系）
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（糸魚川・柴田，1992）

日本海の拡大

1500～1400万年前，大陸から分かれて列島に
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基盤岩類・中新統（１）

（鈴木，1995）

基盤岩類；基本的に付加体
海洋プレートが大陸プレートに衝突し，沈み込んでいく
際，海洋プレート上の海底堆積物が，海洋プレートから
剥ぎ取られ，大陸プレートの底に付加される．

付加，付加体

日本がユーラシア大陸東縁の一部であった時期に形成された
岩石・地層群．
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東海地方の

地質図（日本地質学会，2006）と

地帯構造（新妻，2006）

東海地方の付加体
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一般的特徴
ほぼ東西方向に帯状に配列．

南ほど付加した時代が若くなる．

■飛騨帯（飛騨片麻岩）
ユーラシア大陸の破片．源岩；大陸縁堆積物．

■美濃帯（堆積岩）
ペルム紀～ジュラ紀中期（ 3～1.8 億年前）に堆積．
ペルム紀後期（約1.6億年前）に付加．

■領家帯（片麻岩；高温低圧，花崗岩）
源岩；美濃帯の堆積岩類（ 3～1.8 億年前）．
白亜紀後期（1～0.7億年前）に変成，

および花崗岩の貫入．

■三波川帯（結晶片岩；低温高圧）
源岩；主に秩父帯の堆積岩類（3～1.8億年前） ．
白亜紀後期～古第三紀に変成（ 1～0.7 億年前） ．

■秩父帯（堆積岩）
ペルム紀～ジュラ紀中期（ 3～1.8 億年前）に堆積．
ペルム紀後期（約1.6億年前）に付加．

■四万十帯（堆積岩）
白亜紀～古第三紀（1.5～0.2億年前）に堆積．
白亜紀後期～古第三紀（1.3～0.2億年前）に付加．
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基盤岩類・中新統（２）
日本がユーラシア大陸東縁の一部であった時期に形成された

岩石・地層群．

1900～1500万年前

1900～1500万年前（中新世中期），現在の瀬戸内海をさらに東へ伸ばしたような

海が出現．⇒ 古瀬戸内海． この海に堆積した地層群 ＝ 瀬戸内中新統

中新世に堆積した地層

＝中新統
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日本海拡大前の復元（新妻ほか，1985）

当時の
古瀬戸内海
の古位置

朝鮮半島南端部付近の
東側に，北東ー南西方向

に延びていた．
古瀬戸内海には

瀬戸内中新統が堆積．

時代；中新世前期～中期．
年代；1850～1550万年前．
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中新・鮮新統，
第四系

日本海が拡大して，列島になった後に

形成された岩石・地層群．

日本第四紀地図（日本第四紀学会，1987）

■水色；完新統（沖積層）
沖積平野・沖積低地を構成．南陽層

■黄色；中～上部更新統
段丘を構成．熱田層

■緑色；中（～下）部更新統
丘陵上・頂部を構成．八事層・唐山層

■暗緑色；
下部更新統・鮮新統・上部中新統
丘陵主体部を構成．東海層群

■黄土色；侵食小起伏面
低山地頂部に分布（堆積物は無し）

臨海部の平野を中心に分布．

■橙色；第四紀火山

第四紀に堆積した地層

＝第四系
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東海湖の範囲の変遷

東海湖堆積盆地
東海層群が堆積
した盆地

東海湖堆積盆地
の範囲は，発生期
から最盛期までは
ほぼ北東－南西に
伸び，縮小期～消
滅期にはほぼ南北
に伸びていた．

堆積盆地の伸長
軸が，200万年前

頃，北東－南西か
ら，南北に転換し
たことがわかる．

丘陵を造る東海層群（中新・鮮新統）

（牧野内，2002）

名古屋駅付近を通る
濃尾平野の東西地下地質

断面図（桑原，1985）

段丘・平野を造る第四系
（濃尾平野地下浅層の地質）

1960年代以降，地盤沈下対策の一環として進められた研究の成果．
寒冷期の河床礫（砂礫）と温暖期の海成粘土層とが互層．⇒ 氷河性海面変動

西に深く，かつ厚く．⇒ 濃尾傾動運動

14

それぞれの累層の岩質
◆南陽層（沖積層；A）

上半部；砂層，下半部；海成粘土層．
◆濃尾層（N）

砂泥互層．かなり固結．
◆第一礫層（G1）

礫層（大礫＝玉石を含む）
礫の間に多量の地下水（帯水層）．
井戸を掘った時，第1番目に当たる．

◆鳥居松礫層（D5）

春日井市の鳥居松段丘を造る礫層．
（大礫＝玉石を含む）

◆大曽根層（D4）

砂礫層．
熱田台地の中部に大曽根面．

◆熱田層上部（D3U）

砂層，木曽御岳起源の軽石を含む．
名古屋都心部を載せる熱田台地．

◆熱田層下部（D3L）

海成粘土層．

◆第二礫層（G2）

礫層，帯水層．
井戸を掘った時，2番目に当たる．

◆海部累層（Am）

海成粘土層・砂層・礫層の互層．
◆第三礫層（G3）

礫層．帯水層．
◆弥冨累層（Yt）

砂礫・泥互層．砂礫層が優勢．

平野縁辺の丘陵に露出する地層群

▲八事・唐山層（D1-2）

丘陵の上・頂部を造る砂礫層，風化して，
礫はクサリ礫，基質は赤褐色．

▲東海層群（T）

東部丘陵の主体部を造り，平野地下にも
厚く広がる．やや固結した礫・砂・泥互層．
火山灰層（ミガキ砂）や亜炭層をはさむ．

海部・弥富累層
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中部地方西部の
活断層の分布

格子状の分布
北西－南東；左ずれ
北東－南西；右ずれ

（南北方向；縦ずれ）

これほど活断層の多い地域は無い．
⇒ この地域は地震の巣．
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（藤田，1985）

活断層がある場所

・濃尾平野と養老山地
⇒ 養老断層

・名古屋東部丘陵と西三河
平野 ⇒ 猿投・境川断層

・知多半島と伊勢湾
⇒ 伊勢湾断層

・伊勢平野と伊勢段丘・丘陵
地帯 ⇒ 桑名・四日市断層

・伊勢段丘・丘陵地帯と
鈴鹿山地 ⇒ 一志断層

⇒ 地形の境界をなす場合が

多い．
⇒ 現在の地形形成に

活断層が関係している．

伊勢湾周辺地域の段彩図は川畑大作が作成．
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濃尾傾動地塊の
東西模式断面図（桑原，1968）

濃尾傾動地塊＝濃尾平野＝濃尾傾動盆地

活断層は地質学的にどのよう意味をもっているか？

地震を起こした時，活断層の片側のブロックを隆起させ，反対側を沈降
させる．これを地震のたびごとに繰り返した結果，隆起ブロックは次第に
高まり，沈降ブロックは逆に沈んでいった．こうして，活断層を境にして，
山地と平野という起伏の大きな現在の地形が出来上がった．
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活断層の活動 ＝ 地震を起こす．

（牧野内，2005）

平野・丘陵・山地の
誕生

沈降ブロック；
濃尾平野，伊勢湾，
西三河平野，三河湾
隆起ブロック；
鈴鹿，養老，美濃，
三河山地
中間的隆起ブロック；
伊勢，知多，
名古屋東部丘陵

活断層の活動が，地形の
境界と起伏の大きな現在

の地形を造り上げた．
20
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東海地方の
活断層の調査結果

兵庫県南部地震（1995）
以降，活断層に対する社
会的関心が高まり，全国
の活断層を調べる国家的
プロジェクトが始まる．

東海地方でも12本の活
断層が調べられている．

これらのうち，濃尾平野
周辺にある活断層は４本．

・岐阜‐一宮線
・天白河口断層
・養老‐桑名‐四日市

断層帯
・伊勢湾断層

ズレのセンス＊＊

位
置

隆
起
側

横
ズ
レ

地震
規模

（長期）
（M）

発生確率
（今後30年

以内）

下呂市（旧），同萩原町，中津川市加子母 （東） 左 主部／北部　約3400～3000年前 6.9 6-10％

中津川市（旧），同加子母，同付知，同坂下，
同山口

（北東） 左 主部／南部　1586年（天正地震） 7.7 ほぼ 0％

中津川市加子母 右 白川断層帯　　　　　　　　不明 7.3 不明

中津川市加子母 右 伏見断層帯　　　　　　　　不明 7.2 不明

関ヶ原町 東 (左） 主部／北部　17世紀頃 7.6 ほぼ 0％

関ヶ原町 左 主部／中部　約7200～7000年前 6.6 不明

関ヶ原町，大垣市 (東) 左 主部／南部　約4900年前～15世紀 7.6 ほぼ 0％

長良川上流断層帯 岐阜県 郡上市八幡町，同大和町 西 左 不明 7.3 不明

高山市(旧），同清見町 右 高山断層帯　　　　　　　　不明 7.6 0.70%

高山市国府町 (南東) 右 国府断層帯　約4700～300年前 7.2 ほぼ 0-5％

高山市高根，同朝日 (北西) 右 猪之鼻断層帯　　　　　　　不明 7.2 不明

北西部 (北東）

南東部 (南西)

本巣市根尾，山県市高富，同伊自良 左 主部／根尾谷断層帯　1891年 7.3 ほぼ 0％

(福井県) (北東） 左 温見断層／北西部　1891年 6.8 ほぼ 0％

本巣市根尾 (南西) 左 温見断層／南東部　　　　不明 7.0 不明

本巣市根尾，山県市美山，関市武芸川，関市
(旧)，美濃市

(北東) 左 武儀川断層　　　　　　　　　不明 7.3 不明

揖斐川町藤橋，本巣市根尾 (南西) 左 揖斐川断層帯　1～10世紀 7.1 不明

岐阜市，各務原市 左 主部／三田洞断層帯　　　不明 7.0 不明

岐阜－一宮断層帯
岐阜県
愛知県

岐阜市，一宮市，稲沢市 北東？
一部は濃尾地震（1891）で変位を発生
したとされる

― ―

中津川市，恵那市，瑞浪市 南東 屏風山断層帯　13～16世紀 6.8 0.2-0.7％

恵那市，八百津町，白川町 南西 赤河断層帯　　　　　　　　　不明 7.1 不明

東部 南東 (右)

西部 右

みよし市，豊明市，大府市，東浦町，高浜市 西 猿投－高浜断層帯　約14000年前 7.7 ほぼ 0％

北部 西

南部 東

天白河口断層 愛知県 名古屋市 南？
約15～16万年前以降の活動履歴はな
い

― ―

養老－桑名－
四日市断層帯

岐阜県
三重県

養老町，海津市南濃，同海津，桑名市(旧)，同
多度，四日市市

西 13～16世紀 8.0 ほぼ 0-0.7％

鈴鹿東縁断層帯 三重県
いなべ市藤原，同北勢，同大安，菰野町，
鈴鹿市

西 約3500～2800年前 7.5
ほぼ 0-0.1％

0.001％

亀山市(旧)，同関，津市芸濃，同美里，同久居 西 西部　2800～400年前 7.4 ほぼ 0-1％

亀山市(旧)，同関，津市芸濃，同安濃，同美里，
同久居

西 東部　11000年前頃 7.6 0.00%

常滑市沖 東 主部／北部　おおむね1000～500年前 7.2 ほぼ 0％

美浜町・南知多町沖 北 不明 主部／南部　おおむね2000～1500年前 6.9 ほぼ 0-0.02％

愛知県
三重県

美浜町沖，津市河芸沖 北 不明
白子－野間沖断層
おおむね6500～5000年前

7.0 0.2-0.8％

＊(旧）は市町村合併前の旧市内． ＊＊地震調査研究推進 ＊＊＊同左 ＊＊＊＊同左（2010年1月1日現在）

　　本部等のHPによる． ―　活断層の可能性が低い．

不明　情報量が不足．

濃尾断層帯 岐阜県

高山・大原断層帯 岐阜県

左 主部／梅原断層帯　1891年

阿寺断層帯 岐阜県

柳ヶ瀬・関ヶ原
断層帯

岐阜県

最近（数10万年前以降）の

活動履歴＊＊＊断層名

予想される地震＊＊＊＊

主な分布位置＊

恵那市上矢作，同岩村，瑞浪市，土岐市，瀬戸
市，豊田市藤岡，豊田市(旧)

恵那山－猿投山北断層帯
約7600～5400年前

7.7 ほぼ 0-2％

7.4 ほぼ 0％山県市高富，同伊自良

7.4 0.10%

屏風山・恵那山
－猿投山断層帯

岐阜県

岐阜県
愛知県

愛知県

布引山東縁断層帯 三重県

伊勢湾断層

愛知県

東海市，知多町，阿久比町 加木屋断層帯　　　　　　　　不明

（野澤編，2011）

岐阜‐一宮線

（飯田，1985）
（松田，1985）

濃尾地震の際に出現した“震裂波動線”

濃尾地震（1891，M8.0）の際，濃尾平野に線状の地変 22

反射法地震探査測線の位置
（愛知県，1998）

愛知県活断層調査委員会
による調査．

・反射法地震探査
・ボーリング試料に基づく

地質断面図作成
・その他の調査

23

（愛知県，1998）

反射法地震探査結果に基づく解釈図（Line-1）

反射面に不連続は認められない．
24



反射面に不連続は認められない．

（富山県，1997）

反射面に不連続が認められる断面

愛知県活断層調査委員会，

（1998）

（１）上下方向の累積変位を有す
る断層は存在しない．

（２）ただし，最近になって活動を
始めたとすれば，その痕跡は

極めて小さく，確実に活断層は無いとまでは言えない．
（３）軟弱な沖積層が厚く発達していることを考慮すると，地震に対する注意は，

引き続き怠るべきではないと判断される．

反射法地震探査結果に基づく解釈図（Line-2）

（愛知県，1998）

25

岐阜‐一宮線の評価

活断層の存在
地震調査委員会（2001）

岐阜‐一宮断層帯は，岐阜県岐阜市付近から愛知県名古屋市北西方に至
る長さ32kmの伏在活断層とされてきた．しかし，この断層帯が通過するとされ

る地域のボーリング資料とその地域を横切る反射法弾性波探査資料とを検討
した結果，その地域の新第三紀後期層～第四紀層に断層の活動を示すずれ
や撓（たわ）みは認められない．また，この断層帯が通過するとされる地域の
地表にも断層の活動を示すずれや撓（たわ）みは認められない．

以上のことから，岐阜‐一宮断層帯は活断層ではないと判断される．

1）濃尾地震時に線状の地変が出現した原因は何か？
⇒ 線状の地変とされたものの，詳細な吟味．

2）杉崎・柴田（2003）の反論．
3）調査地域の外側にあるのでは？
4）断層の存在の可能性を指摘する研究者も．

活断層でないとすると

26

天白河口断層
濃尾平野と知多半島の丘陵地帯とを分ける断層

名古屋市（1999）断層の位置
27

名古屋市断層調査
委員会による調査

天白河口断層の反射法地震探査断面
（名古屋市，1999）

潮見町

・反射法地震探査
・ボーリング試料に基づく

地質断面図作成
・海域の音波探査
・その他の調査

潮見町（浅部）

海部・弥富累層と第二礫層は切られて
いるものの，熱田層は切られていない．新宝町

28

天白河口断層の評価

（１） 概要
長さ；約7.5km以上，延びの方向；東北東ー西南西，
変位様式；高角の正断層．

（２） 変位量
東海層群中の反射面：約110～150m，
下位の古い反射面ほど変位量が大きく，累積性が認められる．

（３） 活動時期
・海部・弥富累層と第二礫層は変位している．
・熱田層に変位は認められない．
・最終活動の時期は，熱田層堆積開始より前．
・最終活動から15～16万年が経過．

⇒ 天白河口断層は，現在活動していない可能性が高い．

名古屋市断層調査委員会（1999）

29

愛知県・産総研（地調）による

反射法地震探査断面位置図

（愛知県，2003）

濃尾平野深層の層序と構造
（反射法地震探査・深層
ボーリングなどの結果）

平成9年度；約7km（黄線西部）
平成１１年度；約26km

（黄線；地調の測線を東に延長）
平成１３年度；約26.5km（緑線）

（地震関係基礎調査などによる）

平野の地下構造が，
かなり詳しく明らかになった．

養老‐桑名断層

濃尾平野と養老山地と
を分ける地形の境界

A級活断層

30



弥富累層から上位の地層が，西に深く，かつ厚く，が明瞭 ⇒ 傾動．

東海層群米野層 についてもその傾向が認められる．

平野西部の反射法地震探査断面

反射断面解釈図 （須貝・杉山，1999）

米野累層

大泉累層

弥富累層

海部累層

熱田層

市之原累層

31

濃尾平野の
深層構造

a ； 沖積層～熱田層相当層
b ； 海部累層相当層
c ； 弥冨累層相当層
d ； 東海層群上部相当層
e ； 東海層群下部相当層
F ； 東海層群～中新統相当層
g ； 中・古生層

西に深く，かつ厚く．
⇒ d 層まで．

d 層 ⇒ 米野累層
（約100万年前）

⇒ 濃尾傾動運動は，
約100万年前から．

⇒ 養老断層の活発化．
⇒ 濃尾傾動盆地の発生．

第四系の堆積．

養
老
断
層

養
老
断
層

愛知県（2003）

32

養老‐桑名‐四日市断層帯の評価
（１）位置および変位様式；

①濃尾平野・伊勢平野と，養老山地・伊勢の台地丘陵
地帯とを分ける．②長さ約60km．
③西側が東側に乗り上げる逆断層．

（２）変位量；
・累積変位量：約50m／2.5万年，約2000m／100万年
・平均変位速度：1～2m／ky程度（上下成分），A級．
・単位変位量：約2～6m．
・平均活動間隔；養老断層＝1000～2000年，

桑名断層＝1400～1700年．
（３）最新活動時期；

・2000～3000年前以降．
・対応する地震：1586年天正地震，745年天正地震，
（M＝7.8～8程度）．

・最新活動からの経過年数：410年（t／R＝0.2～0.4）
・次に起こる地震；Ｍ＝7.5クラス．

産総研地質調査総合センター（1999）

33 （豊蔵ほか，1999）

伊勢湾断層

知多半島と伊勢湾とを分ける

中
部

空
港

調
査

会

34

伊勢湾断層の音波探査断面（岡田ほか，2000） （岡田ほか，2000）

Ｃ2・Ｔ層が
西に向かっ
て急傾斜し
つつ深くなる．

東落ちの断層
をいくつかはさ
むが，全体とし
ては西に深く
なる．

高角の断層

35

伊勢湾断層帯の評価

（１）北部の伊勢湾断層と南部の内海断層．
（２）伊勢湾断層

・平均変位速度； 0.1m／ky程度（過去十数万年間），B級．
・平均活動間隔；1～1.5万年程度．
・最新活動の時期；1000～500年前，1～1.5m程度の東側隆起．
・次に起こる地震；Ｍ＝7.2程度，1～1.5ｍ東側隆起．

（３）内海断層
・平均変位速度；0.2m／ky程度（過去十万年間），B級．
・平均活動間隔；0.5～1万年程度．
・最新活動の時期；1500～2000年前．1～2ｍの北東側隆起．
・次に起こる地震；Ｍ＝6.9程度，1～2ｍ北東側隆起．

（４）両断層が同時に活動の場合
・伊勢湾・内海両断層が別々に活動すると推定されるが，同時に
活動する可能性もある．

・Ｍ＝7.5．北東側隆起3ｍ程度．

地震調査委員会（2002）

36



3連動地震との関連性

37

東北地方太平洋沖地震の後に，震源域の
外側で内陸地震などが頻発している点を考
えれば，3連動地震の後にも，類似の現象が，

充分に起こり得る．
今後，東北地方の頻発地震の詳細な解析

が期待され，それらと並行して，西南日本の
活断層のさらなる調査・解析および活動予測
を進める必要があろう．

本日の内容

東海地方の地形

東海地方の地質の概要

活断層；東海地方の活断層調査結果

地震；内陸地震，プレート境界地震

３連動地震に対する備え

第２部会の今後の計画
38

中部地方で起こる地震

日本付近にあるプレート
・太平洋プレート
・フィリピン海プレート
・ユーラシア・プレート
・北米プレート

起こっている地震
1）フィリピン海プレートの沈み

込みの伴う浅発地震
東海地震，東南海地震

2）太平洋プレートの沈み込み
に伴う深発地震

3）内陸の浅発地震
濃尾地震，三河地震，兵庫
県南部地震，新潟中越地震

39

愛知県の周辺地域で起こった地震の震央分布
深さ約20kmを境に，それより浅い部分と深い部分に，

明確に分かれる． ⇒ 発震機構が異なる．

震央分布 震源分布
（気象庁地震

予知情報課，
2002）

40

内陸地震

20km以浅で起こった微小地震の発震機構
（大井田，1997）

20km以深で起こった微小地震の発震機構
（大井田，1997）

微小地震の発震機構

20km以浅では東西圧縮 ⇒ 太平洋プレートの押し，
20km以深では南北圧縮⇒フィリピン海プレートの押し．41

2001年以降

42

プ
レー

ト境
界

地
震
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45
最新のイベントから平均発生間隔の1／2以上の期間がすでに経過している．

３連
動

の
場

合
は

さらに
大

きな
揺

れ
，もとよ

り津
波

も．

本日の内容

東海地方の地形

東海地方の地質の概要

活断層；東海地方の活断層調査結果

地震；内陸地震，プレート境界地震

３連動地震に対する備え

第２部会の今後の計画
47

３連動地震に対する備え

■地震動（地震の揺れ）；山地，丘陵，平野
・崩れやすい三波川帯の斜面崩壊
・深層風化した三河高原などのマサの斜面崩壊
・新第三紀層露出地域の崩壊や地すべり
・風化した基盤岩や断層の沿う弱線などにおける斜面崩壊
・丘陵地における古洞の陥没
・造成された宅地や道路等の崩壊や地すべり
・沖積平野における液状化

■津波
・リアス式海岸である熊野灘沿岸

出入口が広く奥が狭い湾の場合，津波が高まる．
・平滑な海岸線の遠州灘沿岸

海岸付近に浅い海底が広がると，津波が高まる．
・出入り口が狭い伊勢湾・三河湾 48



地震動（地震の揺れ）；山地，丘陵，平野
■崩れやすい三波川帯の斜面崩壊

三波川帯の結晶片岩は細かく割れやすく，
集中豪雨等で大規模な崩壊を起こした例
もかなりある．地震の際にも注意すべき．

■深層風化した三河高原などのマサの
斜面崩壊
領家帯の花崗岩からなる三河高原などで
は深層風化が進んでおり，スコップなどで
たやすく削ることができるルーズなマサに
なっている場所が随所にある．これらのマ
サが地震動によって不安定になる可能性
に注意．

■新第三紀層露出地域の崩壊や
地すべり
新第三紀層が露出する地域では，地すべ
りなどが多いが，地震動に対しても注意が
必要であろう．

■風化した基盤岩や断層に沿う弱線
などにおける斜面崩壊
風化した基盤岩が分布する場所や，断層
に沿う弱線などでは，長期の浸食によって，
谷地形を呈する場合が多い．このような場 49

所が地震動によってより不安定になり，
崩壊などが発生する可能性にも注意が
必要．

■丘陵地における古洞の陥没
東海層群からなる丘陵地帯や，新第三
紀層露出地域には，亜炭やミガキ砂（火
山灰層）の採掘坑が放棄されている場所
（古洞）がある．古洞が陥没する例はた
びたびあるが，地震動で陥没する場合に
も注意．

■造成された宅地や道路等の崩壊や
地すべり
大規模な宅地造成や道路建設などに
伴って，旧河道や旧谷地形を盛土・埋積
する場合が多々ある．東日本大震災でも，
内陸でこのような場所に被害が集中して
いる．造成地などでは，どのような旧地
形を改変して現地形があるのか，把握し
ておくことが必要である．

■沖積平野における液状化
沖積平野，とくにWater Frontで，砂地盤
からなる区域では，液状化に最大限の
注意が必要．

本日の内容

東海地方の地形

東海地方の地質の概要

活断層；東海地方の活断層調査結果

地震；内陸地震，プレート境界地震

３連動地震に対する備え

第２部会の今後の計画
50

濃尾平野の地形と断面位置など

名古屋市

一宮市

東海市

四日市市

稲沢市の地盤解析
縄文海進の際の汀線（海岸線）付近

■地盤構成の検討
■土質工学的特性の検討
■理学・工学観点からの地盤解析

東縁部の都市高速道路に沿う地盤解析
濃尾平野東縁部の地盤

■地盤構成の検討
■土質工学的特性の検討

臨海部伊勢湾岸自動車道・第二東名
自動車道に沿う地盤解析
濃尾平野臨海部の地盤

■地盤構成の検討
■土質工学的特性の検討

ジオテクノート⑮「濃尾平野の地盤」の出版
沖積層の研究成果のまとめ

最新名古屋地盤図の追補版編集
新しい資料を追加して改定版の編集 51

第２部会（含濃尾地盤研究委員会）のこれまでの取り組み

52

NS－3 断面

NE－1 断面

稲沢市の地盤解析
（地盤工学会

中部支部，1996）

地質断面図

噴砂・噴水
発生個所と

等FL値線

東南海地震における
液状化予測（液状化指数PL）

噴砂・噴水
海成粘土層の末端

53

鍋田コア60-2コア

AT

長島テフラ
（B75-2=BT36）

濃尾平野臨海部の東西地下地質
断面図 （牧野内ほか，2001）

AT

氷河性海面変動に伴う濃尾平野周辺の
海面変化曲線（牧野内，2002）

G1の時代が古くなった．

濃尾平野臨海部における
土質工学的解析（圧縮指数
と物理特性との関係）
（地盤工学会中部支部，1998）

臨海部伊勢湾岸自動車道・
第二東名自動車道に沿う

地盤解析
濃尾平野臨海部の地盤

濃尾平野東縁部の南北地下地質断面図 （牧野内ほか，2005）

大江コア

54

大江コアのテフラ分析結果

長島テフラのはさまれる層準が，臨海部（西）と東縁部
で異なる．
⇒ 海成粘土層（D3L）の堆積は，東の方が早く西が

遅れている．
⇒ 傾動による沈降は西の方が早く，かつ大きいはず

であるのに，遅れるのはなぜか？
⇒ 濃尾傾動運動の間欠的活動の可能性

D3L（熱田層下部海成粘土層）に
長島テフラテフラのはさまれる層準

（牧野内ほか，査読中）

東縁部の都市高速

道路に沿う

地盤解析

濃尾平野東縁部の

地盤



55

ジオテクノート⑮
「濃尾平野の地盤」

の出版
沖積層の研究成果の

まとめ

最新名古屋地盤図の
追補版編集

新しい資料を追加して
改定版の編集

現在，作業を継続中

第２部会の今後の計画

56

（１） 最新名古屋地盤図の追補版の編集作業の継続

（２） 新たな地盤資料の収集

地質断面図の作成，地盤試料から理学データの取得
地盤工学データの取得・解析

（３） 理学と工学の両面から地盤を解釈

とくに，地層堆積時の環境と，堆積後の環境とから，
地盤特性を検討する．
理学と工学が融合した形のもとでの地盤の解釈

（４） ３連動地震への備えに対する基礎的データの提供

ご清聴

ありがとうございました．
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付表　東海地方の活断層の調査結果　（野澤編，2011）

ズレのセンス＊＊

位
置

隆
起
側

横
ズ
レ

地震
規模

（長期）
（M）

発生確率
（今後30年

以内）

下呂市（旧），同萩原町，中津川市加子母 （東） 左 主部／北部　約3400～3000年前 6.9 6-10％

中津川市（旧），同加子母，同付知，同坂下，
同山口

（北東） 左 主部／南部　1586年（天正地震） 7.7 ほぼ 0％

中津川市加子母 右 白川断層帯　　　　　　　　不明 7.3 不明

中津川市加子母 右 伏見断層帯　　　　　　　　不明 7.2 不明

関ヶ原町 東 (左） 主部／北部　17世紀頃 7.6 ほぼ 0％

関ヶ原町 左 主部／中部　約7200～7000年前 6.6 不明

関ヶ原町，大垣市 (東) 左 主部／南部　約4900年前～15世紀 7.6 ほぼ 0％

長良川上流断層帯 岐阜県 郡上市八幡町，同大和町 西 左 不明 7.3 不明

高山市(旧），同清見町 右 高山断層帯　　　　　　　　不明 7.6 0.70%

高山市国府町 (南東) 右 国府断層帯　約4700～300年前 7.2 ほぼ 0-5％

高山市高根，同朝日 (北西) 右 猪之鼻断層帯　　　　　　　不明 7.2 不明

北西部 (北東）

南東部 (南西)

本巣市根尾，山県市高富，同伊自良 左 主部／根尾谷断層帯　1891年 7.3 ほぼ 0％

(福井県) (北東） 左 温見断層／北西部　1891年 6.8 ほぼ 0％

本巣市根尾 (南西) 左 温見断層／南東部　　　　不明 7.0 不明

本巣市根尾，山県市美山，関市武芸川，関市
(旧)，美濃市

(北東) 左 武儀川断層　　　　　　　　　不明 7.3 不明

揖斐川町藤橋，本巣市根尾 (南西) 左 揖斐川断層帯　1～10世紀 7.1 不明

岐阜市，各務原市 左 主部／三田洞断層帯　　　不明 7.0 不明

岐阜－一宮断層帯
岐阜県愛

知県
岐阜市，一宮市，稲沢市 北東？

一部は濃尾地震（1891）で変位を発生
したとされる

― ―

中津川市，恵那市，瑞浪市 南東 屏風山断層帯　13～16世紀 6.8 0.2-0.7％

恵那市，八百津町，白川町 南西 赤河断層帯　　　　　　　　　不明 7.1 不明

東部 南東 (右)

西部 右

みよし市，豊明市，大府市，東浦町，高浜市 西 猿投－高浜断層帯　約14000年前 7.7 ほぼ 0％

北部 西

南部 東

天白河口断層 愛知県 名古屋市 南？
約15～16万年前以降の活動履歴はな
い

― ―

養老－桑名－
四日市断層帯

岐阜県
三重県

養老町，海津市南濃，同海津，桑名市(旧)，同多
度，四日市市

西 13～16世紀 8.0 ほぼ 0-0.7％

鈴鹿東縁断層帯 三重県
いなべ市藤原，同北勢，同大安，菰野町，
鈴鹿市

西 約3500～2800年前 7.5
ほぼ 0-0.1％

0.001％

亀山市(旧)，同関，津市芸濃，同美里，同久居 西 西部　2800～400年前 7.4 ほぼ 0-1％

亀山市(旧)，同関，津市芸濃，同安濃，同美里，
同久居

西 東部　11000年前頃 7.6 0.00%

常滑市沖 東 主部／北部　おおむね1000～500年前 7.2 ほぼ 0％

美浜町・南知多町沖 北 不明 主部／南部　おおむね2000～1500年前 6.9 ほぼ 0-0.02％

愛知県
三重県

美浜町沖，津市河芸沖 北 不明
白子－野間沖断層
おおむね6500～5000年前

7.0 0.2-0.8％

＊(旧）は市町村合併前の旧市内． ＊＊地震調査研究推進 ＊＊＊同左 ＊＊＊＊同左

　　本部等のHPによる． 　（2010年1月1日現在）

不明 ； 情報量が不足．

― ； 活断層の可能性

が低い．

布引山東縁断層帯 三重県

伊勢湾断層

愛知県

東海市，知多町，阿久比町 加木屋断層帯　　　　　　　　不明 7.4 0.10%

屏風山・恵那山
－猿投山断層帯

岐阜県

岐阜県
愛知県

愛知県

予想される地震＊＊＊＊

主な分布位置＊

恵那市上矢作，同岩村，瑞浪市，土岐市，瀬戸
市，豊田市藤岡，豊田市(旧)

恵那山－猿投山北断層帯
約7600～5400年前

7.7 ほぼ 0-2％

7.4 ほぼ 0％山県市高富，同伊自良

阿寺断層帯 岐阜県

柳ヶ瀬・関ヶ原
断層帯

岐阜県

最近（数10万年前以降）の

活動履歴＊＊＊断層名

濃尾断層帯 岐阜県

高山・大原断層帯 岐阜県

左 主部／梅原断層帯　1891年


